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「柏の葉スマートシティ」モデルの全体像 2 

 ICTを活かした多世代間交流で
誰もが生き生きと暮らす社会

地域連携による疾病・介護予防

ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽｹｱｽﾃｰｼｮﾝの創設

地域でエネルギーを一元管理

省エネ・創エネ・蓄エネを推進

エネルギーと食の“自産自消”

低炭素型の新しい都市交通

災害時でもライフラインを確保

日本が誇る「技術力」を活かしたベン

チャーを地域で支援

グリーン経済を支える新産業

国際的なﾍﾞﾝﾁｬｰｺﾐｭﾆﾃｨ創生

新産業創造都市 環境共生都市 

安心･安全･サステイナブルなスマートシティ 

世界の課題解決モデルとなる“柏の葉スマートシティ” 

健康長寿都市 



   超高齢社会に対する柏の葉の解決アプローチ 

疾病治療 
施設介護 在宅 

ケア 

これまでの 
先進医療都市 柏の葉モデル 

疾病・介護予防 

健康増進 

病院など施設での治療・介護 から 自発的な健康増進と疾病・介護予防へ 

高齢者も健康で、生きがいを持って、 

地域活動に参加できる健康長寿都市 

社会保障費（医療費･年金）削減 

高齢者消費活動による経済活性化 
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自発的な健康増進・疾病予防を促すプロジェクトを始動 4 

「簡単・便利・楽しく」 
ないと続かない 

健康な時から取り組む 

日常性が必要 

健康状態は 

目に見えづらい 

ＩＣＴを活用して日常的な 

健康データを“見える化” 

データ記録を自動化し手間軽減
病前の体調変化や予兆を発見
日常生活の改善点を自覚

健康づくりをオシャレに 

楽しむライフスタイル提案 

 ランキングや目標表示でゲーム
性を付加

 ファッショナブルなデザイン開発

街づくり施策として 

地域コミュニティで取り組む 

保健師や栄養士による健康指導
 SNSや健康イベントによる参加者
同士のコミュニケーション活性化

健康長寿都市を目指す“柏の葉スマートシティ”で住民参加型の社会実証事業 

 柏の葉スマートへルスプロジェクト 



「柏の葉スマートヘルス・プロジェクト」実証事業の全体像 
  （平成２４年度総務省ＩＣＴ街づくり推進事業） 5 

２４時間装着し、生活リズム・
運動内容を自動記録 

運動頻度 運動強度（METs値） 

消費カロリー 歩数 

睡眠状態 生活シーン 

体重 体脂肪率 

ＢＭＩ値（肥満度） 基礎代謝量 

１日１回、体内状態を計測 

リストバンド型ライフレコーダー （活動量計） 

健康データ分析システム 

データ連携・集積 

＋ 保健師、管理栄養士、 
ウォーキングインストラクター、 
睡眠インストラクターによる 
健康増進アドバイス 

健康指導・アドバイス 

パソコンやスマートフォンで 

いつでもどこでも健康状態を“見える化” 

通信機能付き 体組成計 



リストバンド型ライフレコーダー （プロジェクトで使用する活動量計） 6 

 ２４時間連続装着可能なリストバンド形状デバイス
（本体サイズ：W20×L39×H14mm、20g）

 ３軸加速度センサで人の動きを常時計測

 電池寿命約２週間、生活防水機能

 クレードル経由、ＵＳＢ接続による高速データ通信

最先端の国産活動量計 （株式会社日立システムズ協力）

睡眠 

ﾃﾞｽｸﾜｰｸ 

軽作業 歩行 

安静 

0時 24時 12時 6時 18時 

日
付

睡眠時も活動時も常に腕に装着 

運動頻度 

運動強度（METs値） 

消費カロリー 

歩数 

一般的な 

活動量計のデータ 
国内初、睡眠や活動内容を見える化する「生活シーン分析」 

＋ 
作業 

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ 非装着 



専用Ｗｅｂサイトの主な機能 7 

健康データのグラフ表示 

歩数/消費カロリー
運動強度（METs値）
体重/体脂肪率/BMI値（肥満度）
睡眠状態
生活シーン

累積消費カロリーを全参加者と比較

自己の健康目標となる歩数や体重
を保健師・栄養士等と相談して設定

参加者同士での健康情報の交換
専門家からの健康アドバイス提供

ランキング表示 

目標設定表示 

ＳＮＳ機能 



３コースの住民モニター１５０名が参加 8 



■一週間当たりの平均エクササイズ値（n=144）
■モニター期間中のエクササイズ値増加率
（n=144） 
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実証事業の成果 ： 運動促進への寄与 

Aｺｰｽ（ICT活用）ではチャレンジ前後で36.7％エクササイズ値が増加した。 
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■「熟睡度」の自己評価得点変化（0～100

点,n=142） 
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■「疲労回復度」の自己評価得点変化（0～100点,n=142）

■「日中のｽｯｷﾘ度」の自己評価得点変化
（0～100点,n=140）
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実証事業の成果 ： 睡眠改善への寄与 

Aｺｰｽ（ICT活用）では、「熟睡度」「疲労回復度」「日中のｽｯｷﾘ度」の3分野で最も高い
改善率となった。 

■「寝つき」の自己評価得点変化（0～100点,n=142）
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■健康づくりを実施できたか（全体） ■健康づくり実践モニターの感想（Aｺｰｽ）

72％が“健康づくりを実施できた”と回答 
(「できた」と「まあまあできた」を合算) 

85％が“満足”と回答 
(「満足である」と「やや満足」を合算) 

あまりでき
なかった 

実証事業の成果 ：健康促進意識改善への寄与 11



柏の葉スマートヘルス・プロジェクトの今後の展開  12

Ｈ
24
年
度

実
証
事
業

健康づくりにインセンティブを 
与えて自発的行動変容を促進 

Ｈ25年度実証事業（実施中） 

健康相談サービスとの連携 

蓄積された健康データをもとに保健師、 
栄養士等による健康アドバイスを実施 

Ｈ25年度事業（実施中） 

地域ポイントとの連携 

アクティブユーザーに対して、買い物等で
使えるヘルスケアポイントを付与 

Ｈ26年度以降実施予定 

医療機関との連携 

病院の健診データと民間の健康データ
を連携し、予防医療を推進 

地域ＩＣＴプラットフォームと 
健康相談サービスとの連携 

ＰＨＲ※ の活用による 
医療サービスの高質化 

※ＰＨＲ（パーソナルヘルスレコード）： 
 個人が自らの医療・健康情報を収集・保存し活用する仕組み 



Ｈ２５年度総務省ＩＣＴ街づくり推進事業（現在実施中の実証事業） 13

Ｈ26年度以降ビジネスモデル化 



Ｈ２５年度総務省ＩＣＴ街づくり推進事業（現在実施中の実証事業） 14




